
様式第１号

公印 起案者 係　長

使用
承認

請負者 住 所

代表者職氏名 印

　下記の工事について、中間前金払の請求に係る認定を申請します。

（市担当者確認欄）

円

円

％ （B）/（A)

係　　　　　員 課　長

　　　　年　　　　月　　　　日　　起案 決裁のうえは、別紙により通知して
よろしいかお伺いします。

　　　　年　　　　月　　　　日　　決裁

太宰府市長　殿 　　　　　　年　　　　　月　　　　日

中間前金払認定申請書

記

工事名称

工事場所 太宰府市

請負金額（税込）

前払金額
（受領済額）

契約日 　　　　　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

工　期 　　　　年　　　月　　　日　　　　　　～　　　　　年　　　月　　　日

摘　要

現在の進捗状況は、下記及び別紙履行報告書のとおりです。
１　工期は工程表の約　　　　％を完了している。
２　既に行われた当該工事に係る作業に要する経費（出来高金額）
　　は、請負金額の約　　　％です。

（A)　請負金額

（B)支払済の前金払の額

（C)支払済の前金払の率



太宰府市長　殿

請負者 住　　　　所

商号又は名称

代表者職氏名

工　事　名　称

工　事　場　所

工　　　　　期

請 負　金 額 税抜額

工　種　等
構成比
(％)

予定工程
(％)

実施工程
(％)

出来高金額
(円)

備　　　考

出来高金額＝税抜額×
構成比率×実施工程率

小　　計 １００％

請負金額と出来高金額
の

比率（％）≧50％

工事履行報告書（中間前金払用）

様式第２号

　　　　　　　　　　　　　印

年　　月　　日

合　　計　　金　　額

（記載にあたっての注意事項）
①　構成比は直接工事費に占める工種ごとの構成割合を、予定工程は全体工程に対して報告時点まで
　　に予定している工程の割合を、実施工程は報告時点までに実施した工程の割合を記入し、出来高
　　金額は工事価格（請負金額から消費税及び地方消費税を控除した金額）に占める構成比相当額に
　　、実施工程の割合を乗じたものにより算出し記入すること。
　　請負金額との比率は、請負金額に対する出来高金額の合計の割合を記入すること。

②　請負金額と出来高金額の比率は５０％以上であること。

③　予定工程と実施工程を記載した工程表及び写真（進捗状況がわかるもの）を添付すること。

　　　　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日

消費税及び地方消費税



【記載例】

平成29年6月15日

太宰府市長　殿

受注者 住　　　　所

商号又は名称

代表者職氏名

工　事　名　称

工　事　場　所

工　　　　　期

請 負　金 額 税抜額

工　種　等
構成比
(％)

予定工程
(％)

実施工程
(％)

出来高金額
(円)

備　　　考

土工 20 90 90 1,350,000 7,500,000*0.20*0.90

排水工 50 80 80 3,000,000 7,500,000*0.50*0.80

舗装工 20 10 10 150,000 7,500,000*0.20*0.10

共通仮設 10 60 60 450,000 7,500,000*0.10*0.60

小　　計 100 4,950,000

396,000
請負金額と出来高金額
の比率（％）≧50％

5,346,000 66.00%

（記載にあたっての注意事項）
①　構成比は直接工事費に占める工種ごとの構成割合を、予定工程は全体工程に対して報告時点
　　までに予定している工程の割合を、実施工程は報告時点までに実施した工程の割合を記入し
　　出来高金額は工事価格（請負金額から消費税及び地方消費税を控除した金額）に占める構成
　　比相当額に、実施工程の割合を乗じたものにより算出し記入すること。
　　請負金額との比率は、請負金額に対する出来高金額の合計の割合を記入すること。

②　請負金額と出来高金額の比率は５０％以上であること。

③　予定工程と実施工程を記載した工程表及び写真（進捗状況がわかるもの）を添付すること。

太宰府市○○

平成29年4月15日　～　平成29年7月15日

消費税及び地方消費税

合　　計　　金　　額

 8,100,000  7,500,000

○○○工事

様式第２号

工事履行報告書（中間前金払用）

太宰府市観世音寺1-1-1

太宰府会社　　　　　　　　印

代表取締役　○○直接工事費に占める
各工種の額の構成割
合を記載する。

全体の予定工程に対
して、報告時点（○月
○日）までに予定して
いる工程の割合を記
載する。

全体の予定工程に対
して、報告時点（○月
○日）までに実施した
工程の割合を記載す
る。

請負代金額（税抜）×構成
比％×実施工程割合％で
算出した額を記載する。

既に行われた当該工事に要す
る経費が、請負金額の2分の1
以上か！出来高金額が請負代
金額の2分の1以上か！



自

至

予　定

実　施

予　定

実　施

予　定

実　施

予　定

実　施

予　定

実　施

予　定

実　施

予　定

実　施

（工程表作成にあたっての注意事項）
１　予定工程は、契約時に作成した全体の予定工程に対する工事履行報告時点の予定工程を記載する。
２　実施工程は、予定工程に対して工事履行報告時点までに実施した工程を記載する。
３　予定工程に変更が生じた場合は、変更後の工程表により作成する。
４　工程表の様式については、工事履行報告書に記載された内容がわかるものであれば任意の様式でも可とする。

　　　月 　　　月

工事名

工種等 　　　月 　　　月 　　　月 　　　月

工　　程　　表（工事履行報告用）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事 請負金額

工　期
　　　年　　月　　日

工事日数 日
工事履行報告
年月日

年　　月　　日
　　　年　　月　　日



【工事履行報告用工程表作成例】

自

至

予　定

実　施

予　定

実　施

予　定

実　施

予　定

実　施

予　定

実　施

予　定

実　施

予　定

実　施

（工程表作成にあたっての注意事項）
１　予定工程は、契約時に作成した全体の予定工程に対する工事履行報告時点の予定工程を記載する。
２　実施工程は、予定工程に対して工事履行報告時点までに実施した工程を記載する。
３　予定工程に変更が生じた場合は、変更後の工程表により作成する。
４　工程表の様式については、工事履行報告書に記載された内容がわかるものであれば任意の様式でも可とする。

工　　程　　表（工事履行報告用）

○○工事 請負金額  8,100,000

工　期
平成29年4月15日

工事日数 92 日
工事履行報告
年月日

工事名

平成29年6月15日
平成29年7月15日

4月 5月 6月 7月 8月 9月

共通仮設

工種等

土工

排水工

舗装工

工期の2分
の1ライン

請求時点が工期の2分の1
を経過していること


